
 
 

▽
例
年
に
な
い
積
雪
の
多
い
冬
が
落
ち
着
き 

雪
解
け
が
加
速
化
し
て
工
場
内
の
所
々
で
蕗

の
薹
が
芽
生
え
て
参
り
ま
し
た
。 

我
々
に
す
れ
ば
、
久
し
ぶ
り
の
緑
と
自
然
の
息

吹
を
感
じ
る
季
節
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。 

そ
れ
に
し
て
も
、
今
期
の
函
館
市
内
の
道
路
は 

酷
か
っ
た
。
ま
あ
、
其
れ
だ
け
雪
が
有
っ
た
と

い
う
事
で
し
ょ
う
か
。
さ
て
、
た
だ
今
事
務
局

で
は
総
会
資
料
の
作
成
で
大
変
で
す
。
次
の
理

事
会
ま
で
に
作
成
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
２
月
７
日
に
は
、
建
設
新
聞
に
値
上

げ
要
望
の
広
告
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
み
ん
な

厳
し
い
時
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
達
業
界
も

大
変
に
厳
し
い
実
情
を
理
解
し
て
頂
け
れ
ば

良
い
の
で
す
が
・
・
・
。
▽
３
月
１３
日
に
青
函

ト
ン
ネ
ル
が
３０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
工
費

6
,
8
90

億
円
、
工
期
約
２４
年
間
。
１
９
８
３
年

３
月
13
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
漸
く
北
海
道
約

五
四
〇
万
人
の
人
口
を
陸
路
で
繋
い
だ
訳
で

す
が
、
２
年
前
の
北
海
道
新
幹
線
の
開
業
が
も

た
ら
す
高
速
化
と
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
物
流
と
の
共

用
は
段
々
き
つ
い
状
況
に
な
っ
て
お
り
、
相
変

わ
ら
ず
津
軽
海
峡
が
北
海
道
命
名
一
五
〇
年

を
迎
え
て
も
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
北
海
道
新
幹
線
の
利
用
に
つ
い
て
は
一

般
的
に
観
光
客
・
ビ
ジ
ネ
ス
客
が
目
立
っ
て
い

ま
す
が
、
真
に
北
海
道
と
し
て
は
貨
物
輸
送
が

大
事
で
日
本
の
食
糧
自
給
率
は
北
海
道
に 

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
事
も
３０
周
年
を
迎

え
て
必
要
性
を
再
検
証
し
て
診
る
の
も
一
つ

の
区
切
り
の
年
と
し
て
良
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
今
後
と
も
色
々
経
費
が
係
る
様
で
す
が
、

頑
張
れ
…
Ｊ
Ｒ
北
海
道
で
す
ね
。 

(一社)
日
砕
協
北
海
道
地
方
本
部
・ 

 
 

 
 

北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会 

 

◇
第
二
回
建
設
資
材
対
策
北
海
道
地
方
連
絡

会
が
開
発
局
で
開
催
さ
れ
需
要
動
向
の
現

状
に
関
す
る
情
報
中
心
に
協
議
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
の
主
要
資
材
の

需
要
見
通
し
つ
い
て
は
、
６
月
頃
と
の
こ
と

で
し
た
。
尚
、
今
回
の
会
議
資
料
は
道
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
会
員
の
皆
様
へ
の
お
知

ら
せ
コ
ー
ナ
ー
」に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。 

 

◇
平
成
２９
年
度
道
内
砕
石
生
産
出
荷
動
向 

経
済
産
業
省
に
よ
る
昨
年
１０
月
～
１２
月
分

の
砕
石
統
計
が
公
表
さ
れ
、
平
成
２９
年
一
年

分
の
生
産
・出
荷
量
が
把
握
さ
れ
、
そ
れ
を

踏
ま
え
て
道
内
の
生
産
出
荷
の
動
向
を
取
り

ま
と
め
て
お
り
ま
す
。
資
料
を
希
望
の
方
は

事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 ◇
災
害
注
意 

※
急
激
に
雪
解
け
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
切
羽

の
崩
落
等
も
多
い
時
期
に
成
り
ま
す
。
日
々
、 

 
 

切
羽
法
面
の
安
全
確
認
を
十
分
に
行
っ
て 

下
さ
い
。
ま
た
、
場
内
の
土
場
を
乾
燥
さ
せ
て

濁
水
発
生
要
因
の
対
策
と
製
品
運
搬
に
際
し

て
は
、
泥
は
ね
運
転
に
は
十
分
注
意
し
て 

安
全
運
転
の
励
行
を
行
う
よ
う
指
導
願
い
ま

す
。 

※
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
は
、
４
月
６
日
～
゜ 

４
月
⒖
日
迄
で
す
。 

運
動
の
視
点
は
、 

【新
入
学(

新
学
期)

を
迎
え
る
子
供
や 

活
動
期
に
入
る
自
転
車
利
用
者
の
事
故
防
止

を
図
る
た
め
の
活
動
等
を
推
進
す
る
。
】で 

年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、 

《ス
ト
ッ
プ
・ザ
・交
通
事
故 

 

～
め
ざ
せ 

安
全
で
安
心
な
北
海
道
～
》 

道
南
地
区
砕
石
協
同
組
合
・協
会
動
向 

 

◇
役
員
会
と
親
睦
会 

 

役
員
会
…
2
月
22
日
15
時
よ
り
協
会
事
務

所
に
て
実
施
し
ま
し
た
。
主
な
議
題
は 

 

①
平
成
29
年
度
収
支
決
算
見
込
み
、
②
平
成

30
年
度
収
支
予
算
と
行
事
確
認
、
③
保
証
書

の
交
付
に
つ
い
て
、
④
安
全
標
語
の
選
定
に
つ

い
て
、
⑤
そ
の
他
、
値
上
げ
要
望
に
係
る
新
聞

広
告
に
つ
い
て
で
し
た
。 

  

平
成
３０
年
度
安
全
標
語
は
い
ず
れ
も
太
平
洋

セ
メ
ン
ト
㈱
上
磯
工
場 

峩
朗
鉱
業
所
の 

 

皆
様
か
ら
頂
き
ま
し
た
。
当
協
会
と
し
て 

 

左
記
を
選
出
さ
せ
て
頂
ま
し
た
。 

北
斗
鉱
産
㈱
・
荻
原
英
也
さ
ん
の 

【危
な
い
よ 

相
互
注
意
で
安
全
職
場
】 

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
上
磯
工
場
・峩
朗
鉱
業
所 

北
村
宏
一
さ
ん
の 

【運
転
操
作
し
て
い
る
最
中 

脇
見
る
な 

 

危
険
予
知 

常
に
集
中
怠
る
な
】 

同
職
所
・伊
藤
陽
一
さ
ん
の 

【全
員
参
加
で
摘
み
取
る
危
険
の
芽 

 

確
実
実
践
Ｋ
Ｙ
活
動 

】 

同
職
所
・山
口
明
寛
さ
ん
の 

【一
人
一
人
が
安
全
管
理
の
責
任
者 

 

全
員
参
加
で
ゼ
ロ
災
職
場
】 

と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
４
点
を 

地
方
本
部
に
推
薦
さ
せ
て
頂
ま
す
。 

  
 

親
睦
会
…
18
時
よ
り 

五
稜
郭 
『割
烹 

あ
べ
』 

に
て
全
組
合
員 

参
加
で
実
施
致
し
ま
し
た
。 

ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

次
の
日
、
午
前
中
声
が
嗄
れ
て
い
ま
し
た
。 

何
が
有
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
頭
も
ガ
ン
ガ
ン 

で
し
た
。
遣
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

◇
北
海
道
中
小
企
業
団
体
中
央
会
全
道
大
会
に 

 

向
け
た
要
望
等
調
査
を
企
画
情
報
部
に
提
出 

致
し
ま
し
た
。
調
査
内
容
は
関
係
部
門
で
は 

①
地
域
・業
界
の
動
向
に
つ
い
て
②
人
材
雇
用

の
動
向
に
つ
い
て
③
中
小
企
業
対
策
に
つ
い
て

④
電
力
・エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
等
当
組
合
の

置
か
れ
て
い
る
現
状
と
要
望
事
項
に
つ
い
て

提
出
致
し
ま
し
た
。 

 ◇ 

事 

務 

局 

よ 

り
◇ 

今
後
の
予
定
に
つ
い
て 

①
役
員
会 

 

４
月
⒓
日(

木)

午
後
2
時
よ
り 

 

 

平
成
30
年
度
通
常
総
会
提
出
書
類
に
つ
い
て 

 

②
支
部
・地
区
砕
通
常
総
会 

 
 

5
月
18
日(

金) 

花
び
し
ホ
テ
ル 

 

③
道
本
部
理
事
会(

水) 

 

4
月
18
日(

水) 

札
幌
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル 

 

平
成
30
年
度
通
常
総
会
提
出
書
類
に
つ
い
て 

 

④
道
本
部
通
常
総
会 

 

5
月
23
日(

木) 

札
幌
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル 

 
 

 

 

 


